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１ 戦略的な観光地域づくり 

 

（１）戦略的な観光地域づくりの体制整備（日本版ＤＭＯ） 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ＩＣＴを活用し

た旅行者データ

ベースシステム

構築事業 

19,492(千円) 

富山県立大学と共同して、県内宿泊者に対するＷＥＢ

アンケート収集システムやスマートフォン用観光アプ

リを開発し、旅行者データベースシステムを構築すると

ともに、データの収集を行った。 

観光課  

新幹線駅、空港

での旅行者実態

調査事業 

2,484(千円) 

新幹線３駅及び空港において、旅行者へのアンケート

調査を実施のうえ、調査を分析し、市町村へデータ提供

を行った。 

観光課  

富山県観光客動

態調査（観光地

店パラメータ調

査）事業 

3,981(千円) 

県内での訪問地点数や観光消費額等について、観光客

に面接アンケートを実施した。 

観光課 

マーケティング

戦略委員会設

置・開催事業 

3,069(千円) 

日本版ＤＭＯとして活動するため、専門人材を配置の

うえ「マーケティング戦略委員会」の設置に向け、ワー

キンググループでの協議を行った。 

 

観光課  

ＤＭＯ周知・普

及啓発事業 

385(千円) 

観光関係者に理解を深めてもらうため説明会（勉強

会）を開催した。 

 

観光課  

ＤＭＯ事業計画

策定事業 

5,911(千円) 

各種データを収集・分析のうえＤＭＯとして今後取り

組むべき事業計画を検討した。 

観光課  

観光資源重点磨

き上げ支援プロ

ジェクト 

6,100(千円) 

質の高いブランドイメージを確立するための取組み

に重点的に支援を行った。 

観光課  

新旅行造成市町

村タイアップ事

業 

16,647(千円) 

市町村と連携し、観光地を満喫できる魅力的な体験プ

ログラムを開発し、周遊性を高めることなどで、県内の

滞在時間を高めた。また、首都圏等でＰＲを行った。 

観光課  
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富山まるごと商

品化プロジェク

ト事業 

13,332(千円) 

旅行者の周遊を促進し、本県での滞在時間及び消費額

の拡大を図るため、地域の観光資源の商品化・ブラッシ

ュアップ及び販売管理、旅行会社への営業プロモーショ

ン、観光素材説明会の開催等を行った。 

観光課  

着地型旅行商品

造成販売支援事

業 

4,035(千円) 

着地型旅行商品の造成・販売を行った。 観光課  

ターゲットに応

じたＰＲ事業 

6,450(千円) 

マーケティングに基づき、ターゲットに応じた効果的

なプロモーション（広告掲載等）を行った。 

観光課  

 

（２）グローバル化に対応した次世代の観光を担う人づくり 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやま観光未来

創造塾事業（再

掲） 

(16,196 千円) 

おもてなし力の向上やお客様に満足いただける観光

ガイドの育成、魅力ある観光地域づくりをリードする人

材の育成を図った。 

○修了生 ４３名 

 （内訳） 

観光おもてなし入門コース  １７名 

観光ガイドコース（中級専攻）１１名 

観光魅力アップコース（食のおもてなし専攻）３名 

〃     （観光地域リーダー専攻）１１名 

 グローバルコース      １名 

観光課 

外国人対応サー

ビス人材育成事

業 

(16,816 千円) 

 外国人旅行者の受入態勢を充実させるため、観光事業

者において雇用型訓練を実施することにより、外国人旅

行者に接遇やサービスを提供できる人材を育成した。 

観光課 
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（３)地域の観光を支える人づくり 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやま観光未来

創造塾事業 

 (16,196 千円) 

おもてなし力の向上やお客様に満足いただける観光

ガイドの育成、魅力ある観光地域づくりをリードする人

材の育成を図った。 

○修了生 ４３名 

 （内訳） 

観光おもてなし入門コース  １７名 

観光ガイドコース（中級専攻）１１名 

観光魅力アップコース（食のおもてなし専攻）３名 

〃     （観光地域リーダー専攻）１１名 

 グローバルコース      １名 

観光課 

観光振興・地域

活性化マネージ

ャー配置事業 

(12,000 千円) 

 専門的な見地から観光振興事業等を検討・推進する観

光振興・地域活性化マネージャーの黒部市への配置及び

その活動について支援し、宇奈月温泉を活用した観光振

興及び地域活性化を推進した。 

観光課 

おもてなしタク

シードライバー

養成事業 

(313 千円) 

 質の高いおもてなしやきめ細やかなサービスを提供

できる優れたタクシードライバーとして表彰されたお

もてなし優良タクシードライバーを対象に、フォローア

ップ研修を行った。 

・平成 29 年 2 月 21 日、参加者 20 人 

また、コンベンションタクシーを担当するドライバー

を主に対象とした「観光ガイドドライバー養成講座」を

開催し、観光案内や接遇等、おもてなし力の向上を図っ

た。 

 ・平成 28 年 7 月 28 日、8 月 3 日・24 日・25 日 

・参加者 45 人 

観光課 

 

（４）旅行者の満足度を向上させる受入環境の整備・支援 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

宇 奈月 国 際 会館

運営費補助金 

(19,500 千円) 

 本県を代表する観光地の一つである宇奈月温泉に立

地するコンベンション施設「宇奈月国際会館」の運営

費の一部を助成した。 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

観 光地 誘 導 案内

デ ザイ ン 統 一化

促進事業 

(2,912 千円) 

 外国語標記に対応した統一のデザインによる観光地

誘導案内標識を整備し、旅行者の利便性向上を図った。 

 ・広域観光案内標識（県事業） 

改修件数 32 件 

 ・外国語観光サイン整備（市町村補助事業） 

   補助件数 新規 2 件 改修 6 件 

観光課 

旅 館施 設 近 代化

等促進事業 

(31,438 千円) 

 宿泊施設が行う客室の増設やリニューアルなどの整

備に対して融資（富山県商業サービス業活性化資金観

光旅館施設整備枠融資制度）し、宿泊施設の誘客力の

向上を図った。 

 ・融資件数  継続分 ６件 

観光課 

外 国船 入 港 に係

る 歓迎 セ レ モニ

ーへの支援 

(1,500 千円) 

クルーズ船の歓迎機運の醸成により、継続的な寄

港・さらなる寄港につなげるため、港湾振興会等が開

催する入港歓迎式典等に係る費用の一部を助成した。 

地方創生推

進室 

自 然公 園 等 整備

事業等 

(55,407 千円) 

わが国を代表する山岳公園「中部山岳国立公園」の

主要利用拠点である、アルペンルート沿線や黒部峡谷

において、安全で快適な利用を推進するために歩道や

山岳トイレ等の整備を行い、観光客の利便性の向上な

どを図った。 

自然保護課 

生 活衛 生 関 係営

業 施設 に お ける

利 用者 サ ー ビス

の 向上 に 対 する

支援 

（641 千円） 

 旅館ホテルマップ及び飲食店マップを作成し、宿泊

施設等に配置する事業及び社交飲食店が明朗会計であ

ることを PR する卓上カレンダーを作成し、配置する事

業に対し補助を行った。 

生活衛生課 

有 峰森 林 文 化村

推進費 

(49,069 千円)  

 豊かな森林を有し、多くの人々が訪れる風光明媚な

有峰において、有峰森林文化村公園及び有峰ハウスの

適切な管理運営を行い、利用者が安心して施設利用等

ができるよう施設整備（保守点検）等に努めた。 

森林政策課 

新 幹線 駅 周 辺花

い っぱ い お もて

なし事業 

(2,700 千円) 

県花であるチューリップや富山ゆかりのサクラ等で

新幹線駅構内を華やかに彩り、花と緑による観光客の

おもてなしを実施した。 

森林政策課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

と やま の 名 所再

発 見標 識 整 備事

業 

(19,200 千円) 

新幹線開業を契機に本県のさらなる魅力をＰＲする

ため、観光スポット（隠れた名所）への案内標識を整

備し、認知度の向上及び観光客の誘導を図った。 

・湾岸道路沿いの 24 施設 

道路課 

県 立都 市 公 園の

整備・改修 

(562,466 千円) 

 県民のみならず県外からの観光客にも多く利用され

る憩いの場やスポーツ・レクリエーションの場である 

県立都市公園の整備・改修を実施し、利用者の利便性 

向上などを図った。 

・実施内容 

県民公園太閤山ランド（プール遊具更新等） 

総合運動公園（クロスカントリーコース舗装更新等） 

五福公園（野球場スタンド改修等） 

岩瀬スポーツ公園（トイレ改修等） 

   常願寺川公園（トイレ改修等） 

空港スポーツ緑地（陸上競技場側溝改修等） 

  富岩運河環水公園（駐車場施設改修等） 

県庁前公園（外周改修等） 

都市計画課 

県 立都 市 公 園の

維持管理 

(980,262 千円) 

 

 県立都市公園の適正な維持管理に努め、利用者の安

全と満足度の向上などを図った。 

 ・県立都市公園 

  富岩運河環水公園、県民公園 太閤山ランド、総合 

運動公園、常願寺川公園、県民公園 新港の森、岩 

瀬スポーツ公園、五福公園、空港スポーツ緑地、

県庁前公園 

都市計画課 

環境政策課 

 

（５）観光産業と他産業の連携による域内経済循環の促進 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

(公社)富山県観

光連盟運営費補

助金 

(8,948 千円) 

富山県内における観光事業の健全な発展及び振興並

びに地域の活性化に取り組む（公社）富山県観光連盟（現 

とやま観光推進機構）の運営に対し補助を行った。 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

(一財)富山観光

物産センター運

営費等補助金 

(25,894 千円) 

 富山の観光情報や文化・特産品の発信拠点として富山

の魅力を県内外に広くアピールする(一財)富山観光物

産センターの運営に対し補助を行った。 

観光課 

(公社)日本観光

振興協会負担金 

(718 千円) 

 （公社）日本観光振興協会への負担金の拠出により、

観光旅行の安全の確保、利便性の向上などの同協会の事

業に対し支援を行った。 

観光課 

地方創生宿泊施

設支援補助金 

（1,479 千円） 

 県内事業者からホテル・旅館業を引き継ぐ中小企業に

対し、県産の備品購入を一部補助。 

 補助件数 1 件 

観光課 

とやま起業未来

塾事業 

(20,239 千円) 

 

 「夢」「情熱」「志」を持った創業者、世界に羽ばたく

企業人を育成する「とやま起業未来塾」を開講し、産業

の活性化による活力ある県づくりを進めることにより、

誘客促進等につなげた。 

 ・修了者数  23 名 

経営支援課 

とやま伝統工芸

ミラノ・トリエ

ンナーレ国際展

出展事 

（13,900 千円） 

本県の優れた伝統工芸品の海外販路開拓を支援する

ため、ミラノ・トリエンナーレの企画展「Design After 

Design」に出展し、とやまの伝統工芸を PR した。 

経営支援課 

とやま伝統工芸

首都圏発信事業 

(2,500 千円) 

新アンテナショップ「日本橋とやま館」において、富

山県の伝統工芸品をＰＲする展示会を開催し、併せて商

談会や芸術系大学の学生へのＰＲを実施し、伝統工芸品

の販路拡大や後継者確保を支援した。  

経営支援課 

とやまの資源発

掘ブラッシュア

ップ事業 

 (1,189 千円) 

地域資源（産地の技術、農林水産品、観光資源）を活

用し、新商品や新サービス開発などの事業展開に取り組

もうとしている中小企業及び、農林水産業や商工業等の

枠を超えた連携による効果的な取組みの掘り起こしや、

地域資源を活用する取組みの事業化へ向けたサポート

を実施した。 

（補助先：公益財団法人富山県新世紀産業機構） 

・発掘実績 ６件 

・ブラッシュアップ実績 12 社 計 32 回 

経営支援課 
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（６）観光の担い手としての事業者・県民の意識醸成 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

おもてなしブラ

ッシュアップ事

業（一部再掲） 

（1,280 千円） 

宿泊施設経営ブラッシュアップ事業 

 第一線で活躍する実業家を講師として招へいし、経営

戦略等についての講演を実施した。 

もっと「休んでかれ。」宣言事業 

 富山おもてなしハンドブックを活用し、県民一丸とな

ったおもてなし意識の醸成を図った。 

観光課  

ハローとやま☆

貼ろう事業 

(1,744 千円) 

 富山県の観光ポスターを作成し、県内外の事業所や飲

食店に掲示することにより、観光振興への地域の機運を

醸成するとともに、観光客の誘致促進を図った。 

 ・作成部数  増刷 3,750 部（５種類） 

        新作   750 部（１種類） 

観光課 

ふるさと魅力発

見ＰＲ事業 

(5,144 千円) 

富山の自然、歴史や文化などを学ぶ検定「越中富山ふ

るさとチャレンジ」の実施により、県民がふるさと富山

の魅力を再発見し、誇りをもって全国にＰＲする意識の

醸成を図った。 

・受検者数 1,020 名 

地域振興課 

富山ふるさとマ

スター派遣事業 

(1,029 千円) 

 学校、企業、地域住民、市町村等が開催するふるさと

に関する研修会等に、越中富山ふるさとチャレンジ上級

合格者等（富山ふるさとマスター）を講師として派遣す

ることなどにより、ふるさとへの誇りや愛着を育む気運

の醸成を図った。 

 ・富山ふるさとマスター登録者数 18 人 

 ・派遣回数 43 回 

地域振興課 

ＮＰＯ未来創生

県民協働事業 

(4,815 千円) 

県内のボランティア団体等が、新たな発想でとやまの

未来を創生し、地域活性化を図る事業に対して、広く支

援した。 

・補助件数 17 件 

男女参画・

県民協働課 
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２ 広域観光の拠点化 

 

（１） 広域観光ハブ（交通結節点）としての優位性を活かした拠点整備 

事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

広域観光案内所

運営事業 

(10,345 千円) 

新幹線駅など、県内５か所の広域観光案内所の運営に

対し支援を行った。 

観光課 

訪日旅行・富山

旅行センター運

営事業 

(8,700 千円) 

訪日外国人対応を強化するため、英語、中国語対応が

可能な観光コンシェルジュ 1 名を富山駅構内に配置 

 

観光課 

富山駅前アンテ

ナショップの整

備 

（78,518千円） 

いきいき物産富山店の新店舗整備等を支援し、県特産

品等の魅力を強力に発信 

観光課 

 

（２） 主要駅・空港と観光地を結ぶ二次交通の整備・利便性向上 

事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

ぐるっと富山観

光地アクセス充

実事業 

(21,596 千円) 

旅行者が周遊しやすい環境づくりを進めるため、県内

の主要駅等を発着する観光路線バス、ツアーバスの運行

経費の一部を助成した。 

・補助件数 観光路線バス ４件  

      ツアーバス 13 件 

観光課 

乗りたくなる公

共交通推進事業

費 

(1,731 千円) 

 交通事業者等が実施するバスや軌道車両のイメージ

アップのための取組み（車両のラッピング など）を支

援し、観光客の公共交通機関の利用促進を図った。 

 ・補助件数 ３件 

総合交通政

策室 

新幹線アクセス

路 線 バ ス 等 調

査・実証運行支

援事業費 

(2,732 千円) 

旅行者が周遊しやすい環境づくりを進めるため、新幹

線駅から並行在来線駅や県内観光地等を結ぶアクセス

交通の運行事業に対し支援した。 

・補助件数 ２件 

総合交通政

策室 
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事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

富山地鉄新幹線

二次交通活性化

事業 

(37,883 千円) 

富山地鉄が実施する新幹線開業に合わせた積極的な

誘客や利便性の向上に資する事業に対して、市町村と連

携して支援した。 

・主な事業  

駅施設の環境改善 

アテンダントの配置、列車増発の社会実験 

観光プロモーション 等 

総合交通政

策室 

地域交通ネット

ワーク連携強化

事業 

(2,999 千円) 

 北陸新幹線を利用して本県を訪れる県外旅行者等に

対し、公共交通機関を利用した県内周遊を促すため、県

内２エリア（中央・東部）の企画きっぷを販売した。 

総合交通政

策室 

富山空港利用促

進事業 

(51 千円) 

 富山空港を利用するインバウンド旅行の実施旅行会

社に対して国内移動のためのバス経費を助成し、富山空

港を利用した広域観光の推進を図った。 

 ・補助件数 国際線 １件（１台） 

総合交通政

策室 

 

（３） 広域観光の拠点としての賑わい創出・魅力向上 

事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

環水公園等賑わ

い空間創出事業 

(19,200 千円) 

富岩運河環水公園において四季折々のイベントなど

を開催し、環水公園を中心とする富山駅周辺地区の賑わ

い創出と魅力向上を図った。 

 ・「夏まつり」「スイートクリスマス」「ウインターフ

ァンタジア」での音楽花火のショーや水辺のコンサ

ートなどのアーティスティックなイベントの実施 

 ・秋から冬にかけて園内を美しく彩るスイートイルミ

ネーションの実施 など 

観光課 

学習支援船の運

航事業 

(5,000 千円) 

 富岩運河を活用した学習支援船（富岩水上ライン）の

運航により、運河の歴史や水辺環境の学習を支援すると

ともに、富岩運河の魅力向上や活力ある地域づくりの促

進を図った。 

観光課 

富岩水上ライン

利用促進事業 

(4,359 千円) 

富岩水上ラインの利便性向上や魅力発信などにより、

利用促進を図った。 

 ・リーフレット・ポスター作成 

・７周年記念イベントの開催  など 

観光課 
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事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

富山駅並行在来

線高架下開発調

整調査費 

（1,391 円） 

あいの風とやま鉄道富山駅高架下開発検討委員会を設

置し、県都の玄関口である富山駅が、富山らしく魅力的

で賑やかな場となるよう、当該高架下開発の方向性を取

りまとめた。 

総合交通政

策室 
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３ 富山らしい魅力創出：量から質への転換を促進 

 

（１）世界水準の観光資源「世界遺産五箇山」「立山黒部」の高付加価値化 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「『立山黒部』の

保全と利用を考

える検討会」開

催事業 

（11,507 千円） 

今後ますます増加が見込まれる訪日外国人旅行者等

にも満足していただけるよう、「立山黒部」の世界ブラ

ンド化に向け、有識者による検討会を開催し、今後、検

討を進めるべき 28 のプロジェクトを取りまとめた。 

・実施回数 ３回（富山開催２回、東京開催１回） 

観光課 

観光地区開発事

業費 

(1,345 千円) 

 世界文化遺産に指定されており、本県の貴重な観光資

源である五箇山地区の合掌造り家屋の茅葺屋根葺き替

え等に係る経費の一部を助成し、合掌造りの建物の保

全・整備を図った。 

 ・補助件数   1 件 

観光課 

立山黒部アルペ

ンルート除雪事

業 

(12,000 千円) 

本県の代表的な観光地であり、長野県との広域観光に

も大きな役割を果たす立山黒部アルペンルートの早期

全線開通を図るため、立山ルート除雪組合が実施する除

雪事業に対して助成した。 

観光課 

立山山麓レクリ

エーション地区

整備推進事業負

担金 

(313 千円) 

 立山黒部アルペンルートの入口に位置する立山山麓

地区の魅力を広く発信し、誘客促進及び広域観光の促進

を図った。 

 ・パンフレット作成や旅行会社等への宣伝活動の展開 

 ・標識や案内看板等の整備 など 

観光課 

観光地活性化モ

デル事業 

(3,000 千円) 

 宇奈月温泉地域の関係者で構成する「黒部市観光事業

活性化委員会」が実施する観光地活性化のためのモデル

的な取組みを支援し、宇奈月温泉を活用した滞在型観光

の推進を図った。 

 ・事業主体 黒部市観光事業活性化委員会 

 ・主な事業内容 

   湯の街ふれあい音楽祭ﾓｰﾂｧﾙﾄ＠宇奈月の開催 

   SPA マラソン in うなづきの開催    等 

観光課 

世界遺産登録推

進事業 

(6,500 千円) 

 「立山･黒部」及び「近世高岡の文化遺産群」の世界

文化遺産登録を推進するため、民間団体が行う事業やイ

ベントを支援し、県民意識醸成と観光振興を図った。 

 ・各種啓発活動や講演会、現地見学会の開催等 

知事政策局 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

立山博物館管理

運営費 

(209,340 千円) 

立山の雄大な自然と、それに育まれた立山信仰などの歴

史や文化を紹介する立山博物館において、２回の企画展の

開催等により、観光客を含め、立山の魅力を県内外に発信

した。 

文化振興課 

立山カルデラ砂

防博物館管理運

営費 

(125,529 千円) 

    

 立山カルデラの自然・歴史や、100 余年にわたり続け

られている日本屈指の砂防事業について広く紹介する

立山カルデラ砂防博物館において、年間を通じて常設展

や企画展等を実施した。 

博物館の野外ゾーンである立山カルデラを実際に訪れ

て、立山カルデラの自然、歴史、砂防事業について深く

理解できる体験学習会（５種類のコースで 32 回、904

人参加）を実施し、県内外の参加者にＰＲを行った。 

砂防課 

 

（２）世界で最も美しい富山湾の魅力を活かした観光資源の発掘・磨き上げ 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山湾岸・田園

サイクリング活

用推進事業 

(2,950 千円) 

サイクリングを通じた富山湾の魅力発信・誘客促進の

ため、富山湾岸サイクリングコースを活用したイベント

の開催や、サイクリング MAP の改訂等を実施した。 

地方創生推

進室 

台湾メディアモ

ニターツアー誘

致事業 

(2,226 千円) 

サイクリングイベントの開催に合わせて、台湾等の海

外メディア等を招へいし、イベントの様子や県内サイク

リング環境を取材・発信してもらうことにより、国内外

からのサイクリストの誘客を図った。 

地方創生推

進室 

サイクリングツ

アーガイド育成

事業 

(3,825 千円) 

国内外からのサイクリングツアーの実現に不可欠な

サイクリングツアーガイドの育成を支援することによ

り、海外を中心としたサイクリストの受入態勢を整え、

ツアー実施の実現性を高めた。 

地方創生推

進室 

富山湾マリンス

ポーツ誘客プロ

モーション事業 

(3,500 千円) 

富山湾におけるマリンスポーツの振興を図るため、マ

リンスポーツ関係者によるモニターツアーを実施し、昨

年度商品化されたダイビングに加え、富山湾でのフライ

ボード、ヨット等の新たなマリンスポーツの魅力を発信

するとともに、旅行会社と協働して、これらを活用した

観光商品の造成につなげた。 

地方創生推

進室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「世界で最も美

しい富山湾」普

及活用事業 

(3,920 千円) 

民間による富山湾応援組織「美しい富山湾クラブ」に

補助したほか、富山湾パンフレット・クリアファイル等

の配布や「富山湾の魅力体験親子教室」の開催を通して、

富山湾の魅力の県内外・国内外への発信につなげた。 

地方創生推

進室 

富山湾魅力映像

発信事業 

(1,000 千円) 

県外のマリンスポーツ愛好家等に対し、マリンスポー

ツを中心とした富山湾の魅力をイベントでの上映やホ

ームページでの配信等を通じて幅広く発信できるよう、

ＰＲ映像を制作した。 

地方創生推

進室 

自家用船舶オー

ナー誘致促進事

業 

(5,889 千円) 

県外の船舶オーナー向け誘致ツアーの実施や国内最

大のボートショー「ジャパンインターナショナルボート

ショー２０１７」等でのＰＲにより、新湊マリーナへの

船舶オーナー誘致を図った。 

地方創生推

進室 

環日本海クルー

ズ推進協議会負

担金 

(1,000 千円) 

小樽港、秋田・船川・能代港、伏木富山港、京都舞鶴

港、境港が運営する「環日本海クルーズ推進協議会」と

連携し、環日本海クルーズの推進を図った。 

・海外船社幹部の招聘 

・クルーズ見本市への共同出展（米国） 等 

地方創生推

進室 

サイクリングコ

ース整備事業 

 

(72,500 千円) 

 立山連峰のパノラマ風景や沿線地域の観光施設を楽

しんでもらえるよう、富山平野の眺望のよい道路をコー

スに設定した田園サイクリングコースを整備した。 

 ・ナビゲーターライン(ブルーライン)の整備 

 ・コース分岐点路面表示の設置 

道路課 

海王丸保存活用

事業 

(86,694 千円) 

 文化的価値の高い帆船海王丸を永く保存し、海王丸パ

ークで公開するとともに、総帆展帆や海洋教室、カッタ

ー・セイリング教室などにより、海、船、港への関心を

高め、観光振興につなげた。 

港湾課 
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（３）豊かな食の磨き上げ 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

冬の誘客強化事

業 

（14,772 千円） 

冬は、旅行者が他の季節に比べ少なくなる傾向にある

ため、本県の強みである富山湾鮨などの「食」を中心に

プロモーションを強化し、旅行先としての認知度の向上

を図った。 

・首都圏 JR 路線、関西 JR・阪急電車等で富山湾鮨の

中吊り広告を実施 

・首都圏 JR 駅で業務枠を活用した駅貼りポスターの

実施 

・大阪駅で観光 PR イベントを実施 

観光課 

「越中料理」推

進事業 

(1,800 千円) 

 新鮮で多彩な食材や豊かな食文化を活かした富山な

らではの「越中料理」の魅力を県内外に発信することに

より、観光振興、交流人口の拡大を図った。 

 ・ウェブサイト「おもてなし『越中料理』」の充実 

 ・タペストリーの作成、越中料理提供店への配付 

 ・創作「越中料理」キャンペーンの実施 

地域振興課 

とやまブランド

全国発信支援事

業 

(1,000 千円) 

 業界の枠を超えた複数の業種等で構成された民間グ

ループが実施する、商品等の認知度向上及び富山の地域

イメージ確立を図るイベントの開催を支援し、とやまブ

ランドの全国ブランド化を図った。 

・富山の酒とかまぼこフェア 

日時 平成 28 年 9 月 11 日    

場所 東京交通会館 

地域振興課 

イタリア料理食

材販路開拓支援

事業費 

(5,359 千円) 

 日本イタリア料理協会主催のイタリア料理イベント

の開催を支援し、本県の多彩な食材や県産品の魅力発信

と販路開拓を図った。 

・イタリア料理展示会「ACCI in 富山」 

日時 平成 28 年 8 月 1 日・2 日 

場所 テクノホール富山産業展示館 

地域振興課 

地産地消の推進 

(9,268 千円) 

 ポイント制度の実施など、県民ぐるみで県産品を大き

く育てる地産地消運動を展開した。 

 ・「とやまの旬」応援団の募集（4,458 名）と活動支援 

 ・県産品購入ポイント制度の実施 

（約１万７千件の応募） 

農林水産企

画課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「 と や ま 食 の

匠」の認定・普

及 

 (322 千円) 

富山県の特産品、伝統的な郷土料理や県産食材を活か

した創作料理において、卓越した知識や技能を有し、普

及活動を積極的に行える個人や団体を「とやま食の匠」

として認定し、とやまの食の魅力を県内外に発信した。 

・新規認定 ６個人･団体（計 159 個人・団体） 

・講師派遣 40 回 

農産食品課 

首 都 圏 等 で の

「食のとやまブ

ランド」ＰＲ 

(5,633 千円) 

大消費地である首都圏等において、食のイベント等を

開催し、富山の食の魅力をアピールした。 

・首都圏等のホテル・レストランと連携した食のフェ

アの開催 

・「越中富山うまいもんフェア」（名古屋）の開催 

農産食品課 

富山米のブラン

ド力向上 

(12,240 千円) 

首都圏等での富山米販売促進キャンペーンや消費拡

大のためのＰＲなどにより、美味しい富山米のＰＲとブ

ランド力向上を図った。 

・「ほおばる幸せ。富山米フェア」の開催 

 (平成 28 年 10 月 15 日) 

  有楽町駅前広場 

農産食品課 

「富のおもちか

えり」販路拡大

事業 

(2,340 千円) 

 本県の農林水産品を活用したお土産品「富のおもちか

えり」の販路拡大を目指し、県内外でのＰＲ活動を行っ

た。  

農産食品課 

「越中とやま食

の王国フェス

タ」の開催 

 (9,000 千円) 

「越中とやま食の王国フェスタ」（秋の陣・冬の陣）

を開催し、富山の食の魅力を県内外にアピールし、食に

よる通年観光の促進を図った。 

・秋の陣（富山産業展示館、平成 28 年 10 月 29 日～

30 日） 

県内外から約 27,000 人が来場 

・冬の陣（黒部市内、平成 29 年 2 月 4 日） 

  「越中料理と地酒を楽しむ会」 

県内外から 228 人が参加（うち県外から 75 人参加） 

農産食品課 

ふるさと認証食

品（Ｅマーク）

制度の普及 

(415 千円) 

 県内の良質な農林水産加工食品について、一定基準を

満たす食品を「富山県ふるさと認証食品（Ｅマーク）」

として認証し、県産特産品のイメージアップと有利販売

を図った。 

・19 商品を新規に認証、延べ 313 商品 

農産食品課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「 富 山 の さ か

な・水産加工品」

ブランド化推進

事業 

(1,348 千円) 

 

 県産水産物が県内外の消費者から高い評価を得る「第

一級の魚ブランド」としての地位の確立を図るため、そ

の魅力の周知及び消費拡大のためのＰＲ活動を展開し

た。 

 ・キャンペーン協力店の募集、既存店のフォロー 

・ホームページを活用した情報発信 

・「富山のさかな」おもてなしフェアの開催 

（平成 29 年 2 月 8 日 ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎﾃﾙ東急（東京）） 

・「うまさ一番 富山のさかな」商談会の開催 

（平成 29 年 2 月 8 日 日本橋とやま館、ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎ 

ﾃﾙ東急（東京）） 

 ・「富山のさかな」ＰＲ in 軽井沢の実施 

 （平成 28 年 11 月 3 日～6 日 軽井沢・プリンスショ

ッピングプラザでのイベントの開催）  など 

水産漁港課 

 

（４）伝統文化、工芸品等上質な富山を提供する観光商品の開発 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

歴史と文化が薫

るまちづくり事

業 

(49,293 千円) 

歴史的・文化的な地域資源を活用した地域づくりを推

進するため、モデル地域を選定し、推進計画の策定や同

計画に基づいて実施するまちづくり事業に対して支援

し、観光振興や地域の活性化を図った。 

・鏝絵と街道がつなぐ過去・現在・未来（射水市） 

・万葉の風土に寺内町の風情があふれ、みなと町の香

り漂う歴史と文化のまち（高岡市） 

・棟方志功が暮らした「福光」、巴御前終焉の地「福

満」まちづくり（南砺市）     ほか２件 

地域振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

まちの未来創造

モデル事業 

(37,006 千円) 

地域資源を活用した住民主体の地域づくりを推進す

るため、モデル地域を選定し、まちづくり計画に基づい

て実施するまちづくり事業に対して支援し、観光振興や

地域の活性化を図った。 

・歴史と伝統を守り、繋ぎ、交流と賑わいを育むまち

（高岡市） 

・燈火（ともしび）のうつくしい山の温泉（ゆ）の町

（黒部市） 

・まちの景観とともに歴史・伝統文化と人に出会うま

ち（射水市） 

地域振興課 

「富山県推奨と

やまブランド」

推進事業 

(11,042 千円) 

 「富山県推奨とやまブランド」の魅力を、県内外に発

信することにより、県産品の知名度の向上や本県のイメ

ージアップを図った。 

・２品目２事業者を新たに認定 

・認定品を紹介するパンフレット、ＰＲ映像を制作 

・日本橋とやま館において展示・販売イベントを実施 

地域振興課 

「明日のとやま

ブランド」育成

支援事業 

(3,536 千円) 

事業者がブランド関係の専門家から助言、指導を受け

る取組み等を支援することにより、新たな「とやまブラ

ンド」の育成を図った。 

・６品目６事業者を新たに選定 

・補助件数 10 件 

地域振興課 

地 域 文 化 力 向

上・活性化支援

事業 

(4,000 千円) 

県内団体が取り組む特色ある文化事業を支援し、地域

の文化力の向上や文化を活かした地域活性化を図った。 

・補助件数 ９件 

文化振興課 

内山邸文化の魅

力再生事業 

(2,700 千円) 

平成 10 年に国登録有形文化財に登録された内山邸に

おいて、利用促進のための魅力発信事業を実施した。 

文化振興課 

富山のデザイン

発信力強化事業 

 （1,953 千円） 

 「越中富山 幸のこわけ」に続くお土産ブランドとし

て、富山の素材と技を活かした小皿など工芸品ブランド

の商品開発、ＰＲを実施した。 

・ブランド名「越中富山 技のこわけ」 

 ・商品数 10 企業 23 商品 

商工企画課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやま中小企業

チャレンジファ

ンド ビジター

対応ビジネス支

援事業 

(10,970 千円) 

 北陸新幹線開業、外航クルーズ船寄港、富山－台北便

増便等交通基盤の拡充に関連した新商品・新サービスの

開発に係る事業や、国内外の観光客等への対応に係る事

業を支援した。 

 ・採択件数 13 件 

経営支援課 

とやま新事業創

造基金 地域資

源ファンド事業 

(48,360 千円) 

 中小企業者が取り組む、富山ならではの地域資源（産

地の技術、農林水産物、観光資源）を活用した新商品開

発・販路開拓等に対して、資金の支援を実施し、魅力あ

る特産品の開発・普及を図った。 

 ・実施件数 13 件 

経営支援課 

とやま新事業創

造基金 農商工

連携ファンド事

業 

(76,440 千円) 

 中小企業者と農林漁業者とが連携して行う新商品開

発・販路開拓等に対して、資金の支援を実施し、魅力あ

る特産品の開発・普及を図った。 

 ・実施件数 15 件 

経営支援課 

「べつばら富

山」販売促進事

業 

(999 千円) 

首都圏や富山県内において展示・販売、商談会等を実

施し、ＰＲを図った。 

 ・商品数 22 商品 

商業まちづ

くり課 

地産地消の推進 

（再掲） 

(9,268 千円) 

 ポイント制度の実施など、県民ぐるみで県産品を大き

く育てる地産地消運動を展開した。 

 ・「とやまの旬」応援団の募集（4,458 名）と活動支援 

 ・県産品購入ポイント制度の実施 

（約１万７千件の応募） 

農林水産企

画課 

 

 

 

（５）産業観光、ロケ地、スポーツ等多様なツーリズムの展開 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

産業観光魅力創

出促進事業 

(2,102 千円) 

 産業観光に取り組む県内企業の受入体制整備を促進

し、産業観光の魅力アップを図るため、県内企業が行う

受入体制整備に対する所要経費の一部を助成した。 

・補助件数 ６件 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

教育旅行誘致促

進事業 

(1,994 千円) 

北陸新幹線の開業により首都圏からの所要時間が短

くなったことから、東京で首都圏旅行会社教育旅行担当

者を集めた北陸三県修学旅行フェアを行った。富山県教

育旅行ガイドブックを改定した。また、旅行会社の招

聘・出向宣伝を行い、富山県への教育旅行を学校へ提案

してもらえるよう働きかけた。 

観光課 

プロスポーツチ

ーム地域活性化

事業 

(4,500 千円) 

 プロスポーツチームの運営会社が取り組む地域活性

化に資する事業を支援し、地域活性化及び観光振興を図

った。 

 ・補助実績 ３団体 

 ・主な事業内容 

   ホームゲームでの県民参加型イベントの実施 

知事政策局 

マラソン大会開

催事業 

 

(85,720 千円) 

 北陸新幹線開業を機に県民総参加によるスポーツ振

興や富山の魅力創造、交流人口の拡大を図るため、「富

山マラソン２０１６」の開催を支援した。 

 ・富山マラソン実行委員会等の開催 

 ・富山マラソン２０１６の開催（13,018 名出走）など 

知事政策局 

第 26 回世界少

年野球大会富山

大会の開催 

(20,000 千円) 

県西部６市（高岡市、射水市、氷見市、砺波市、小矢

部市、南砺市）で、野球教室や交流試合、交流行事を実

施し、スポーツ振興や観光振興を図った。 

 ・開催期間 平成 28 年８月 17 日～25 日 

 ・会  場 高岡西部総合公園野球場を主会場に県 

西部６市で実施 

・参 加 者 約 350 名 

・交流行事の内容 郷土芸能、漁村文化体験、世界遺

産五箇山合掌造り集落内見学、ス

ポーツ体験等          

知事政策局 

とやま夏期大学

の開催 

(4,000 千円) 

 富山県の雄大で美しい自然の中で、質の高い学びと楽

しみの場を提供する「とやま夏期大学」を開催し、自然、

歴史文化、食など本県の様々な魅力を知るきっかけとし

て、今後の観光振興や交流人口の拡大を図った。 

 ・開催期間  平成 28 年 8 月 5 日～8 月 8 日 

 ・開催地   立山国際ホテル 

地域振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山湾岸・田園

サイクリング活

用推進事業（再

掲） 

(2,950 千円) 

サイクリングを通じた富山湾の魅力発信・誘客促進の

ため、富山湾岸サイクリングコースを活用したイベント

の開催や、サイクリング MAP の改訂等を実施した。 

地方創生推

進室 

台湾メディアモ

ニターツアー誘

致事業（再掲） 

(2,226 千円) 

サイクリングイベントの開催に合わせて、台湾等の海

外メディア等を招へいし、イベントの様子や県内サイク

リング環境を取材・発信してもらうことにより、国内外

からのサイクリストの誘客を図った。 

地方創生推

進室 

サイクリングツ

アーガイド育成

事業（再掲） 

(3,825 千円) 

国内外からのサイクリングツアーの実現に不可欠な

サイクリングツアーガイドの育成を支援することによ

り、海外を中心としたサイクリストの受入態勢を整え、

ツアー実施の実現性を高めた。 

地方創生推

進室 

富山湾マリンス

ポーツ誘客プロ

モーション事業

（再掲） 

(3,500 千円) 

富山湾におけるマリンスポーツの振興を図るため、マ

リンスポーツ関係者によるモニターツアーを実施し、昨

年度商品化されたダイビングに加え、富山湾でのフライ

ボード、ヨット等の新たなマリンスポーツの魅力を発信

するとともに、旅行会社と協働して、これらを活用した

観光商品の造成につなげた。 

地方創生推

進室 

「世界で最も美

しい富山湾」普

及活用事業（再

掲） 

(3,920 千円) 

民間による富山湾応援組織「美しい富山湾クラブ」に

補助したほか、富山湾パンフレット・クリアファイル等

の配布や「富山湾の魅力体験親子教室」の開催を通して、

富山湾の魅力の県内外・国内外への発信につなげた。 

地方創生推

進室 

富山湾魅力映像

発信事業（再掲） 

(1,000 千円) 

県外のマリンスポーツ愛好家等に対し、マリンスポー

ツを中心とした富山湾の魅力をイベントでの上映やホ

ームページでの配信等を通じて幅広く発信できるよう、

ＰＲ映像を制作した。 

地方創生推

進室 

近代美術館管理

運営費 

(198,470 千円) 

 20 世紀初頭から現在にいたる美術の流れを、世界・日

本・富山の３つの視点から展望する近代美術館におい

て、常設展や企画展（４回）の開催等により、観光客を

含め、多彩な美術の魅力を県内外に発信した。 

文化振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

水墨美術館管理

運営費 

(148,762 千円) 

 水墨画など特色のある日本文化の美を広く紹介する

水墨美術館において、常設展や企画展（７回）の開催等

により、観光客を含め、多彩な美術の魅力を県内外に発

信した。 

文化振興課 

高志の国文学館 

管理運営費 

(250,457 千円) 

 

 県民のみならず県外からの観光客にとって、富山県ゆ

かりの文学に親しみ学ぶ拠点となる高志の国文学館にお

いて、企画展や講演会の開催のほか、ふるさと文学振興

のための普及啓発事業等を実施した。 

・企画展（５回）  

・ふるさと文学県民講座等の開催（16回）  

文化振興課 

世界的舞台芸術

拠点づくり推進

費 

(122,511 千円) 

 「舞台芸術特区ＴＯＧＡ」における世界的な舞台芸術

拠点づくりの推進により、質の高い芸術文化を創造・発

信するとともに、交流人口の拡大を図った。 

 ・世界演劇祭「利賀サマー・シーズン 2016」の開催 

 ・国際的な舞台芸術人材育成、青少年への普及・教育 

文化振興課 

イタイイタイ病

資料館管理運営

費 

(48,113 千円) 

イタイイタイ病に関する貴重な資料を収集・保管し、

施設展示や情報発信を通じて、その教訓等を後世に継承

するための事業を実施した。 

・語り部講話、県民フォーラム、特別企画展 

・小学生を対象とした現地ツアー、研究講座 

・資料の収集及び保管 等 

健康課 

とやま中小企業

チャレンジファ

ンド ビジター

対応ビジネス支

援事業 

(10,970 千円) 

 北陸新幹線開業、外航クルーズ船寄港、富山－台北便

増便等交通基盤の拡充に関連した新商品・新サービスの

開発に係る事業や、国内外の観光客等への対応に係る事

業を支援した。 

 ・採択件数 13 件 

経営支援課 

とやま帰農塾推

進事業 

(6,181 千円) 

 「豊かな自然に囲まれた田舎暮らし」に興味や憧れを

持つ都市住民を、自然に恵まれた本県の農山漁村に受講

生として迎え、農林水産業や伝統文化体験を盛り込んだ

滞在型グリーン・ツーリズム「とやま帰農塾」を開講し、

都市と農村との交流人口の拡大、農村への定着、観光の

振興を図った。 

 ・とやま帰農塾の開講（９市町 12 ヶ所 全 12 講座） 

 ・三大都市圏等へのＰＲ 

農村振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

サイクリングコ

ー ス 整 備 事 業

（再掲） 

 

(72,500 千円) 

 立山連峰のパノラマ風景や沿線地域の観光施設を楽

しんでもらえるよう、富山平野の眺望のよい道路をコー

スに設定した田園サイクリングコースを整備した。 

 ・ナビゲーターライン(ブルーライン)の整備 

 ・コース分岐点路面表示の設置 

道路課 

うるおいある景

観づくり推進事

業費 

( 7,639 千円) 

  地域の歴史や文化などを活かした個性豊かな景観

を守り育てるとともに、観光振興の視点にも立った良好

な景観づくりを推進した。 

 ・「景観づくりフォーラム 2016」の実施 

 ・景観づくり顕彰「うるおい環境とやま賞」の表彰 

 ・景観づくり住民協定推進事業等に対する支援 

 ・ふるさと眺望点（30 地点）の普及啓発 

 ・景観アドバイザーの派遣 

 ・「立山・大山地区景観づくり重点地域」届出制度の

実施 

建築住宅課 

 

（６）冬季の魅力創出による通年観光の促進 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

冬の富山周遊キ

ャンペーン事業 

  （272 千円） 

 北陸新幹線（新高岡駅・黒部宇奈月温泉駅間）を利用

する観光客（宇奈月温泉宿泊者）の新幹線駅から観光地

への交通運賃を無料化し、北陸新幹線の利用促進及び県

内周遊の促進を図った。 

観光課 

 

 

 

環水公園等賑わ

い空間創出事業 

（再掲） 

(19,200 千円) 

富岩運河環水公園において四季折々のイベントなど

を開催し、環水公園を中心とする富山駅周辺地区の賑わ

い創出と魅力向上を図った。 

・「夏まつり」「スイートクリスマス」「ウインターフ

ァンタジア」での音楽花火のショーや水辺のコンサ

ートなどのアーティスティックなイベントの実施 

・秋から冬にかけて園内を美しく彩るスイートイルミ

ネーションの実施 など 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「越中とやま食

の 王 国 フ ェ ス

タ」の開催 

(再掲) 

  (9,000 千円) 

「越中とやま食の王国フェスタ」（秋の陣・冬の陣）

を開催し、富山の食の魅力を県内外にアピールし、食に

よる通年観光の促進を図った。 

・秋の陣（富山産業展示館、平成 28 年 10 月 29 日～

30 日） 

県内外から約 27,000 人が来場 

・冬の陣（黒部市内、平成 29 年 2 月 4 日） 

  「越中料理と地酒を楽しむ会」には、県内外から 

228 人が参加（うち県外から 75 人参加） 

農産食品課 

「 富 山 の さ か

な・水産加工品」

ブランド化推進

事業 

 (再掲) 

(21,348 千円) 

 

 県産水産物が県内外の消費者から高い評価を得る「第

一級の魚ブランド」としての地位の確立を図るため、そ

の魅力の周知及び消費拡大のためのＰＲ活動を展開し

た。 

 ・キャンペーン協力店の募集、既存店のフォロー 

・ホームページを活用した情報発信 

・「富山のさかな」おもてなしフェアの開催 

（平成 29 年 2 月 8 日 ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎﾃﾙ東急（東京）） 

・「うまさ一番 富山のさかな」商談会の開催 

（平成 29 年 2 月 8 日 日本橋とやま館、ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎ 

ﾃﾙ東急（東京）） 

 ・「富山のさかな」ＰＲ in 軽井沢の実施 

 （平成 28 年 11 月 3 日～6 日 軽井沢・プリンスショ

ッピングプラザでのイベントの開催）  など 

水産漁港課 
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４ 戦略的なプロモーション 

 

（１）「海のあるスイス」のイメージ醸成 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

立山黒部観光宣

伝協議会負担金 

(500 千円) 

  

 富山県と長野県の関係地方公共団体、交通・観光事業

者、観光団体等が連携して立山黒部アルペンルートを中

心とした観光宣伝を推進することにより、誘客促進及び

広域観光の促進を図った。 

 ・パンフレット作成 

 ・三大都市圏におけるＰＲ等の宣伝活動  など 

観光課 

観光季刊誌「ね

まるちゃ」発刊

事業 

(23,000 千円) 

旬の観光情報や食・体験・イベント等をＰＲする観光

情報誌「ねまるちゃ」を発行し、ＪＲ首都圏各駅に配架

するなど大都市を中心に「富山ならでは」の魅力を強力

に発信した。 

観光課 

 

ツーリズム EXPO

ジャパン出展事

業 

(8,896 千円) 

全国の旅行会社、海外バイヤー、旅に興味のある多数

の一般来場者が集うアジア最大級の旅行博に出展し、本

県の世界クラスの観光素材を売り込むことにより、誘客

を促進した。 

・東京ビッグサイト（平成 28 年９月 22 日～25 日） 

観光課 

 

（２）ターゲットの特性に応じ、リピーターや定住をも意識した効果的な情報発信 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「いきいき富山

館」管理運営事業 

(46,455 千円) 

東京アンテナショップ「いきいき富山館」の催事コー

ナーでの実演販売や、館外での観光・物産キャンペーン

等を開催して、本県の物産・観光の魅力を首都圏に情報

発信した。 

・各種特産品フェア、実演・試食販売 

 ・企業での特産品販売、物産観光展への出展など 

観光課 

富山県の物産と

観光展の開催 

(30,029 千円) 

 東北及び大都市圏において、「富山県の物産と観光展」

を開催し、本県の物産と観光地の魅力を発信した。 

 ・仙台（平成 28 年 11 月 18 日～20 日） 

   ＪＲ仙台駅 

・東京（平成 29 年 2 月 2 日～2 月 8 日） 

   東急吉祥寺店 

 ・名古屋（平成 29 年 2 月 17 日～22 日） 

   丸栄栄店 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

北海道における

富山県の物産と

観光の紹介事業 

(3,000 千円) 

北海道富山会館において、本県の物産の展示、紹介及

び観光宣伝等を実施し、本県への誘客や特産品販売の拡

大を図った。 

観光課 

観光パンフレッ

ト等作成 

(5,989 千円) 

県内の主要な観光資源と地図情報をあわせて紹介す

る「とやま観光ＭＡＰ」を作成･配布し、誘客を図った。 

観光課 

「パノラマ･キト

キト富山」新聞発

行事業費 

(3,500 千円) 

首都圏を中心に発行する「パノラマ･キトキト富山」

新聞の制作を支援し、首都圏等からの観光誘客の促進や

本県の認知度向上を図った。 

・発行回数 １回（H28 年 4 月発行） 

・発行部数 135 万部 

 ・発行地域 首都圏、富山県、石川県 

観光課 

観光ホームペー

ジ等更新事業補

助金 

(1,200 千円) 

 富山県観光ホームページ「とやま観光ナビ」の内容の

充実等により、富山県の魅力を国内外にＰＲし、観光誘

客の促進を図った。 

 ・観光ホームページのサーバー運営管理 

 ・既存ページの修正・情報追加 

 ・セキュリティ対策 など 

観光課 

観光キャンペー

ン負担金、観光振

興事業補助金 

(33,222 千円) 

 

 

 

 

 （公社）富山県観光連盟（現 とやま観光推進機構）

が実施する誘致宣伝・普及活動や観光振興の事業等に対

し、負担金及び補助金を交付した。 

・一般消費者向け観光ＰＲ事業 

  （新聞、雑誌、ラジオ等による情報発信 など） 

 ・旅行会社向け観光ＰＲ事業 

  （出向宣伝、観光説明会 など） 

 ・観光ＰＲ資料作成事業 

  （各種観光情報誌の発行 など） 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「とやまスタイ

ル」体験推進事業 

(11,168 千円) 

「とやまファン（リピーター）」の獲得、「選ばれ続ける

観光地」を目指すため、富山ならではの「上質なライフ

スタイル」の魅力を体験できる機会を創出し、誘客の促

進を図った。 

・ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部・趣味の会」との連

携による「富山の魅力を学ぶ講座」の実施 

・モニターツアーの実施 

・ＪＲ大宮駅での富山産直市の実施 

・首都圏のホテル・レストランでの「富山フェア」の

実施 

観光課 

観光季刊誌「ねま

るちゃ」発刊事業

（再掲） 

(23,000 千円) 

旬の観光情報や食・体験・イベント等をＰＲする観光

情報誌「ねまるちゃ」を発行し、ＪＲ首都圏各駅に配架

するなど大都市を中心に「富山ならでは」の魅力を強力

に発信した。 

観光課 

首都圏情報発信

拠点運営事業費 

 （109,155 千円） 

物販に加え、飲食の機能や観光・定住・ＵＩＪターン

情報の提供等の機能を有する新首都圏情報発信拠点「日

本橋とやま館」を６月に開設し、上質なライフスタイル

を発信した。 

・H28 年度来館者数：約 27 万６千人 

・  〃  売上げ ：約２億 4,900 万円 

地域振興課 

首都圏とやまの

魅力発信事業 

 （37,423 千円） 

日本橋とやま館を活用し、館主催及び県内市町村、県

庁内各課との共催イベントの開催や本県の魅力を紹介

するフリーペーパーの発行、スタンプラリーや地域イベ

ントへの参加など、本県独自の魅力について情報発信を

行った。 

地域振興課 

首都圏観光・定住

促進事業 

 （13,000 千円） 

日本橋とやま館において、観光・定住に関する相談及

び情報提供を行った。 

・H28 年度相談対応：延べ約３万人 

地域振興課 

首都圏販路開拓

推進事業 

 （38,455 千円） 

日本橋とやま館で販売する商品の追加公募の実施、県

内事業者とバイヤーとのマッチング会や県産品フェア

の開催、顧客・首都圏の消費者のニーズ調査など、県産

品の販路開拓を促進した。 

地域振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

羽田エアポート

アドビジョン富

山県ＰＲ事業 

(3,596 千円) 

羽田空港国内線第２旅客ターミナルビル地下１階の

デジタルサイネージを活用して、富山県内のイベントや

観光地を紹介する映像を放映し、首都圏での本県の認知

度向上、イメージアップ及び誘客促進を図った。 

・ほぼ月替わりで３種類の画像を放映 

広報課 

トヤマ・ジャス

ト・ナウ 

(2,396 千円) 

県内のイベントや観光、特産品等の旬の情報をホーム

ページ「トヤマ・ジャスト・ナウ」に掲載するとともに

更新情報をメールマガジンで配信し、富山の最新情報を

タイムリーに情報発信した。 

 ・毎週水曜日に１つの記事をホームページ、メールマ

ガジンで配信  

・約 7,500 人に配信（平成 29 年 3 月現在） 

広報課 

元気とやま応援

寄附金 

(2,502 千円) 

 

 

 一定額以上のふるさと納税（寄附）者に対し、県特産

品等を贈呈することにより、特産品や観光資源のＰＲを

行った。 

 ・リーフレットの作成、配布 

・ＨＰでのＰＲ 

 ・寄附金額に応じ、地酒、ほたるいか詰合せ等を贈呈 

【H28 年度：申込者数 271 人、申込金額 6,890 千円】 

税務課 

富山くすりフェ

ア開催事業 

(2,000 千円) 

 

平成 29 年 3 月 9 日～11 日まで、東京駅丸の内南口前

の JP タワーKITTE において、「富山のくすり」の歴史や

医薬品産業の現状を紹介する展示を行い、首都圏に向け

て「富山のくすり」の魅力を発信した。 

 

 

 

くすり政策

課 

 

 

「富山のくすり」

販路拡大事業 

  (800 千円) 

 

（一社）富山県薬業連合会が日本橋とやま館において

開催した「出会いが効く越中富山くすりフェア」及び名

古屋丸栄百貨店での県物産展へのくすりブース出展を

支援し、大都市圏において「富山のくすり」の魅力を発

信した。 

日時: ①平成 28 年 10 月 3 日～10 月 9 日 

②平成 29 年 2 月 17 日～2 月 22 日 

場所: ①日本橋とやま館（東京都） 

②名古屋丸栄百貨店（愛知県） 

くすり政策

課 
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（３）交通事業者、大手旅行会社、近隣自治体等と連携したプロモーション 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ＪＲタイアップ富

山旅行定着促進事

業 

(29,954 千円) 

 ＪＲ各社とのタイアップによる広告宣伝等を展開

し、北陸新幹線の開業効果の持続並びに誘客促進を図

った。 

【首都圏・新幹線沿線地域でのタイアップ（ＪＲ東日

本）】 

 ・びゅう旅行商品「富山とりっぷ」の造成 

  首都圏・長野・南東北発着商品として年４回展開 

【関西圏・中京圏でのタイアップ（ＪＲ西日本・東海）】 

・大手旅行会社における旅行商品の造成促進 

観光課 

 

「とやまスタイ

ル」体験推進事業

（再掲） 

(11,168 千円) 

「とやまファン（リピーター）」の獲得、「選ばれ続

ける観光地」を目指すため、富山ならではの「上質な

ライフスタイル」の魅力を体験できる機会を創出し、

誘客の促進を図った。 

・ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部・趣味の会」との

連携による「富山の魅力を学ぶ講座」の実施 

・モニターツアーの実施 

・ＪＲ大宮駅での富山産直市の実施 

・首都圏のホテル・レストランでの「富山フェア」

の実施 

観光課 

北陸アフターＤＣ

誘客促進事業 

(10,000 千円) 

北陸三県とＪＲ西日本が連携し、「北陸アフターＤ

Ｃ」(平成 28 年 10 月～11 月)を展開した。 

【アフターＤＣ期間における主な成果】 

（H27 年度（北陸新幹線開業前）比） 

・宇奈月温泉宿泊者数 123.5％ 

・富岩水上ライン乗船者数 237.0％ 

・国宝瑞龍寺 134.5％ 

観光課 

北陸三県誘客促進

連携協議会負担金 

 (3,000 千円) 

 北陸三県及びＪＲ西日本と連携し、「北陸アフター

ＤＣ」（平成 28 年 10 月～11 月）や「ジャパニーズ・

ビューティー・ホクリクキャンペーン」（平成 28 年

12 月～平成 29 年 3 月）を中心に北陸新幹線開業効果

の持続および誘客促進を図った。 

・旅行会社店舗社員・レジャー記者招聘 

・大都市圏での観光素材説明会開催 

 ・観光情報誌「北陸物語」の発行 など 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

北陸広域観光推進

協議会負担金 

(2,500 千円) 

 北陸への観光誘客拡大を図るため、北陸三県と各県

の商工関係団体、観光連盟などからなる協議会を組織

し、連携を図りながら、観光キャンペーン及び観光情

報の発信を行った。 

 ・北陸の観光パンフレット･マップの作成 

・北陸三県観光連盟との共同宣伝事業など 

観光課 

富山県・飛騨地域

連携誘客促進事業

費補助金 

 （10,300 千円） 

 富山 -飛騨地域間の広域観光周遊ルートを形成するた

め、岐阜県と連携し、富山県と飛騨地域の資源を活かし

たＰＲ等を行い、周遊観光の促進を図った。  

・体験型プログラム造成・ＰＲ  

 ・高速道路定額プランによる周遊促進  

・旅行商品造成支援  

 ・ツアーバス運行支援 

観光課 

飛越能経済産業観

光都市懇談会負担

金 

 (100 千円) 

 飛騨、富山県西部及び能登地域の県、市町村、経済

団体等が連携して地域の観光資源のＰＲ等を行い、広

域観光の促進を図った。 

 ・「移動＋宿泊＋レンタカー」がセットになった旅

行商品を造成・販売 

 ・イベント相互交流事業  など 

観光課 

（公社）日本観光

振興協会観光情報

システム負担金 

(200 千円) 

 （公社）日本観光振興協会へのシステム負担金の拠

出により、自治体や市町村観光協会等が情報の更新を

行う国内旅行ポータルサイト「全国観るなび」及び同

更新システムの運営を支援した。 

観光課 

「ぶり・ノーベル

街道ウォーク」負

担金 

 (1,000 千円) 

ノーベル賞受賞者ゆかりの地をむすぶ国道 41 号沿

線地域（ノーベル街道）のウォーキングを通じて、そ

の魅力を体感してもらう「ぶり・ノーベル街道ウォー

クツアー２０１６」（富山市２回、飛騨市１回）を開

催し、ノーベル街道を中心とする広域観光の振興を図

った。 

観光課 

冬の富山周遊キャ

ンペーン事業（再

掲） 

   （272 千円） 

北陸新幹線（新高岡駅・黒部宇奈月温泉駅間）を利

用する観光客（宇奈月温泉宿泊者）の新幹線駅から観

光地への交通運賃を無料化し、北陸新幹線の利用促進

及び県内周遊の促進を図った。 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

飛越地域等との交

流推進事業 

(536 千円) 

 飛越地域の自然文化等の優れた地域資源を活かし

ながら地域振興を図る「日本の心のふるさとを守り育

てる飛越協議会」において、この地域の交流と連携を

推進するとともに、自然をはじめ、祭りや伝承、匠の

技や味等のＰＲ活動を全国や海外に向け展開した。 

（協議会の主な事業） 

 ・パンフレットやホームページによるＰＲ 

 ・飛越地域への海外誘客の促進 

知事政策局 

富山‐東京便利用

団体観光旅客誘致

事業 

(24,368 千円) 

富山‐羽田便の利用促進のため、同便を利用する団

体旅客に対して、宿泊費等の助成を実施した。 

総合交通政

策室 

「鉄軌道王国とや

ま」情報発信事業 

(2,499 千円) 

本県が有する多様な鉄軌道の魅力を総合的に国内

外に情報発信するため、多言語に対応した「鉄軌道王

国とやま」専用ポータルサイト及びＰＲリーフレット

を制作した。 

総合交通政

策室 

ディスカバー北陸

プロジェクトへの

参画 

(850 千円) 

 北陸三県の行政と新聞社が連携して、首都圏および

北陸三県の大学生と協働した取組みを行うなど、北陸

エリアの地域力向上のための事業を実施した。 

地域振興課 

北陸イメージアッ

プ推進会議負担金 

(1,600 千円) 

 北陸経済連合会、北陸電力及び北陸三県で推進会議

を構成し、北陸の魅力を地域内外に発信して、北陸の

イメージアップを図った。 

・北陸新幹線開業による北陸のイメージ変化を調査 

・首都圏の交通事業者と連携したイメージアップイ

ベントの実施 

・Facebook「北陸物語」での情報発信 など 

地域振興課 

 

（４）映画等の誘致や多様なメディアの活用・連携 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

映画を活用した観

光ＰＲ事業 

(5,032 千円) 

本県が舞台やロケ地となる映画の誘致を進めると

ともに、これらの映画を活用した観光ＰＲを実施し

た。 

・アニメ｢クロムクロ｣、映画「真白の恋」「追憶」

のロケ地ＰＲ 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「木曽義仲出世街

道」再発見・再発

信事業 

(1,729 千円) 

 越中富山を舞台に活躍した「義仲と巴」のゆかりの

史跡や伝承の発掘などにより、「義仲と巴」を活用し

た観光振興を図った。 

 ・「木曽義仲・巴御前」に関するエッセイを用いた

観光ＰＲ紙面の作成及び全国誌（クレア・トラベ

ラー2017 年春号）への掲載 

 ・埴生護国八幡宮など、県西部の史跡を巡る史跡探

訪バスツアーの実施 

知事政策局 

首都圏とやま情報

発信力強化事業 

  （9,757 千円） 

首都圏メディアへのリリース配信、マスコミ各社と

のリレーション構築やキャラバン訪問、イベント出展

により、首都圏における誘客、販路開拓や定住・半定

住、ＵＩＪターンの促進を行った。 

知事政策局 

全国ＰＲ事業 

(614 千円) 

共同通信ＰＲワイヤーを活用したリリース配信に

より、全国に向けて富山県内のイベントや首都圏で開

催するイベントの情報等を発信し、本県の魅力やイベ

ント等の認知度向上を図った。 

 ・配信本数  16 本 

広報課 

首都圏メディア取

材誘致事業 

(426 千円) 

首都圏及び全国に発信すべき本県の重点広報事項

（とやまブランド、特色ある施策・事業等）について、

大きな露出効果が期待されるメディア掲載企画等に

対して協賛又は本県への取材誘致を行い、本県のイメ

ージ・認知度の向上を図った。 

広報課 
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５ 国際観光の推進：新たなゴールデンルートの形成に向けて 

 

（１）広域観光周遊ルートの形成促進 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

国際観光広域連

携事業 

 (22,319 千円) 

北陸新幹線沿線地域や国のビジット・ジャパン（VJ）

事業等と連携して、旅行会社、メディア等の招へいや現

地プロモーションの実施等により、「新ゴールデンルー

ト」など広域観光周遊ルートの形成促進を図った。 

観光課 

中部広域観光推

進協議会負担金 

 (3,000 千円) 

 中部北陸９県の地方公共団体、観光団体、企業等が連

携して域内の観光資源のＰＲ等を行い、広域観光の促進

を図った。 

 ・ハイレベルミッションの派遣（ベトナム） 

 ・国際観光振興事業の展開  など 

観光課 

北陸国際観光テ

ーマ地区推進富

山協議会負担金 

(2,800 千円) 

北陸３県及び管内自治体等と組織している北陸国際

観光テーマ地区推進協議会において、海外の旅行博への

出展や旅行会社等の招聘を実施するなど、広域観光の促

進を図った。 

観光課 

（独）国際観光

振興機構負担金 

(720 千円) 

（独）国際観光振興機構（ＪＮＴＯ）の賛助団体に加

入し、ＪＮＴＯの海外事務所のネットワークを活用した

訪日旅行市場に関する情報収集や海外への PR により、

本県の海外での認知度向上を図った。 

観光課 

 

（２）外国人個人旅行者（ＦＩＴ）の受入環境の整備 

事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

欧米等ＦＩＴ（外 

国人個人旅行者）

向け着地型商品

造成事業 

(389 千円) 

民間事業者が行う外国人個人旅行者向けの着地型観

光商品の造成を支援した。 

・助成件数 ２件 

観光課  

外国人旅行者向

け利便性向上事

業 

(764 千円) 

富山県外国語観光ＨＰ及び外国語版パンフレットを

活用し、本県を訪れる外国人旅行者の利便性向上を図っ

た。 

観光課 

外国人対応サー

ビス人材育成事

業（再掲） 

(16,816 千円) 

外国人旅行者の受入態勢を充実させるため、観光事業

者において雇用型訓練を実施することにより、外国人旅

行者に接遇やサービスを提供できる人材を育成した。 

観光課 
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事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

観光地誘導案内

デザイン統一化

促進事業（再掲） 

(2,912 千円) 

外国語標記に対応した統一のデザインによる観光地

誘導案内標識を整備し、旅行者の利便性向上を図った。 

 ・広域観光案内標識（県事業） 

改修件数 ３２件 

 ・外国語観光サイン整備（市町村補助事業） 

   補助件数 新規２件 改修６件 

観光課 

訪日旅行・富山

旅行センター運

営事業（再掲） 

(8,700 千円) 

訪日外国人対応を強化するため、英語、中国語対応が

可能な観光コンシェルジュ 1 名を富山駅構内に配置 

観光課 

とやま観光未来

創造塾事業（再

掲） 

(16,196 千円) 

おもてなし力の向上やお客様に満足いただける観光

ガイドの育成、魅力ある観光地域づくりをリードする人

材の育成を図った。 

○修了生 ４３名 

 （内訳） 

観光おもてなし入門コース  １７名 

観光ガイドコース（中級専攻）１１名 

観光魅力アップコース（食のおもてなし専攻）３名 

〃     （観光地域リーダー専攻）１１名 

グローバルコース      １名 

観光課 

観光客への路線

バス案内表示等

整備事業 

(1,371 千円) 

外国人観光客等に英語や中国語等でわかりやすい案

内表示等を整備する交通事業者等を支援した。 

・補助件数 ３件（バス計３６台に外国語車内アナウ

ンスを整備） 

総合交通政

策室 

とやま名誉友好

大使の委嘱 

(160 千円) 

外国人の本県在住経験者を「とやま名誉友好大使」に

委嘱し、富山県を広く海外に紹介してもらうことによ

り、本県への関心を高め、観光客の誘致促進を図った。 

 ・委嘱数 30 人 （全体 1,424 人委嘱） 

国際課 

外国人旅行者商

店街おもてなし

事業 

   (457 千円) 

商店街における外国人旅行者の受入れ態勢整備に係

る取り組みを支援した。 

・補助件数 ２件 

商業まちづ

くり課 
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（３）欧米豪など新規市場に向けた効果的な情報発信 

事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

ミシュランガイ

ド活用欧米誘客

促進事業 

(10,700 千円) 

平成 28 年６月に出版された『ミシュランガイド富山・

石川（金沢）2016 特別版』の英語版ＷＥＢサイトの制作

支援及びＷＥＢサイトのＰＲ用チラシを作成し、欧米か

らの誘客促進を図った。 

観光課 

インド観光誘客

促進事業 

 (2,599 千円) 

  ＪＮＴＯ主催の現地旅行博覧会及び併設商談会に参

加し、本県の観光資源をＰＲするなど、世界第２位の人

口規模を誇り、近年の経済成長に伴い訪日観光客が増加

しているインドからの誘客促進を図った。 

観光課 

海外クルーズ見

本市への出展 

 (866 千円) 

  米国・フォートローダーデールで開催されたクルーズ

見本市に出展し、伏木富山港及び本県の豊かな観光資源

について広くＰＲを行った。 

地方創生推

進室 

 

（４）東アジア・東南アジアからのリピーター拡大 

事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

台湾観光説明会

事業 

（5,082 千円） 

知事と現地旅行会社トップ等との意見交換会、観光説

明会を開催し、台湾からのさらなる誘客促進を図った。 

観光課  

台湾冬季誘客促

進ＰＲ事業 

 (2,574 千円) 

冬季の着地型観光商品の造成に対する支援や旅行会

社の招聘等を実施し、台湾からの冬季誘客促進を図っ

た。 

観光課  

富山－台北便活

性化誘客推進事

業 

(29,988 千円) 

 台北－富山便を利用する富山ツアーを催行した台湾

の旅行会社を支援し、台湾からの誘客促進を図った。 

 

観光課  

 

台湾等との教育

交流促進事業 

(1,330 千円) 

 本県と直行便で結ばれている台湾の教育旅行関係者

の招聘や教育旅行誘致を行うとともに、県内の学校との

各種交流事業を支援するなど、将来の本県へのリピータ

ーづくりや台湾との教育交流の促進を図った。 

観光課  

台湾観光案内サ

ポーター設置事

業 

(741 千円) 

 台湾出身の観光案内サポーターを設置し、繁体字での

情報発信や観光事業者と台湾人観光客とのコミュニケ

ーションを支援した。 

観光課  
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事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

中国誘客強化事

業 

（12,357 千円) 

広州での観光セミナーの実施や成都・広州の旅行会社

訪問を行ったほか、大連－富山便を利用する富山ツアー

を催行した中国の旅行会社を支援し、中国からの誘客促

進を図った。 

観光課  

 

中国便利用促進

に向けた観光客

誘客促進事業 

(30,000 千円) 

 上海－富山便を利用する富山ツアーを催行した中国

の旅行会社を支援し、中国からの誘客促進を図った。 

観光課 

 

上海ＦＩＴ（外 

国人個人旅行者） 

誘客促進ＰＲ事業 

 (3,569 千円) 

富裕層や個人旅行者をターゲットとする中国の旅行

会社に対し、ＦＩＴ向けの観光資源やモデルコースを紹

介したほか、中国ＳＮＳを活用した情報発信等を行い、

上海からの個人旅行者の誘客促進を図った。 

観光課 

観光客誘致広告

支援事業 

(6,009 千円) 

 中国、韓国の旅行業者等が企画・催行する富山県向け

旅行商品の広告製作を支援し、観光客の誘客促進を図っ

た。 

観光課 

東アジア冬季イ

ンバウンド誘客

強化事業 

（27,306 千円） 

冬季の誘客を強化するため、本県と直行便を有する大

連、ソウル、台北、上海から現地テレビ局等のメディア

を招聘し、旅番組等の制作により、現地テレビ局での放

送やインターネット（ＳＮＳ）等での情報発信を行い、

本県の冬の観光資源の認知度向上を図った。 

観光課 

東南アジア誘客

事業 

(15,900 千円) 

東南アジアからの誘客促進を図るため、旅行会社と連

携し、インドネシア旅行会社の招聘、インドネシア及び

ベトナムの旅行博への出展、富山－羽田便を利用した旅

行商品の造成支援等を行った。 

また、ベトナムにおいて知事トップセールスによる観

光プロモーションを実施し、観光説明会や商談会の開

催、旅行会社訪問を行ったほか、タイにおいて、旅行会

社訪問や一般消費者向け観光ＰＲイベントを開催する

など、東南アジアからの誘客促進を図った。 

観光課 

大連事務所運営

費 

(20,822 千円) 

 

 富山県と中国との交流拡大を推進する大連事務所を

拠点にし、観光振興のための各種取組みを展開し、中国

からの観光客の誘致促進を図った。 

・「大連日本商品展覧会」、「天皇誕生日祝賀レセプシ

ョン（瀋陽、大連）」等での観光ＰＲ活動 

・中国の旅行会社等との面談、情報収集、ＰＲ 等 

国際課 
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事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

とやまの農林水

産物輸出促進事

業 

(12,526 千円) 

県産農林水産物の海外への輸出を促進するための各

種施策を展開し、海外に向けて県産農林水産物の魅力を

発信した。 

 ・香港、台湾、シンガポール、タイの食品バイヤーと

の県内商談会の開催 

 ・香港フード・エキスポへの参加 

・シンガポール「Food Japan」への参加 など 

農林水産企

画課 
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６ コンベンションの誘致促進：国際会議も富山で開こう 

 

（１）国際会議の誘致強化 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

国際会議「富山

で開こう。」推進

事業 

 （2,704 千円） 

ICCA(国際会議協会)への加盟、及びデータベースを活

用した国際会議誘致の強化や、観光案内等に外国語で対

応できるボランティアの育成などを実施した。 

また、大学教員等、県内のコンベンション主催者を対

象に本県の支援制度等を紹介するセミナーを実施した。 

（平成 29 年 2 月 23 日） 

観光課 

 

（２）本県の特色等を活かした戦略的なコンベンション誘致 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

(公財)富山コン

ベンションビュ

ーロー補助金 

(14,711 千円) 

(公財)富山コンベンションビューローの運営経費等

に補助し、当該団体が実施する主催者支援事業及び誘致

活動等を支援した。 

観光課 

コンベンション

指導情報提供業

務委託事業 

(5,000 千円) 

本県の代表的なコンベンション施設である富山国際

会議場を運営する富山大手町コンベンション(株)を活

用し、県や主催者への情報提供、施設の利用調整等を実

施した。 

観光課 

コンベンション

誘致促進事業 

(2,646 千円) 

 

コンベンションに関する情報をデータベース化し、コ

ンベンションの誘致を効果的に実施した。また、コンベ

ンション参加者の満足度向上を図るため、会場において

運営補助を行なうスタッフを配置するとともに、観光案

内等を行うインフォメーションコーナーを設置した。 

観光課 

コンベンション

誘致宣伝事業 

(2,399 千円) 

 

本県の優れたコンベンション開催環境をアピールす

るために、商談会への出展や主催者招へい事業を実施し

た。本県のコンベンション開催支援制度等をＰＲすると

ともに、会議施設や宿泊施設、エクスカーションのモデ

ルコース等を視察してもらうなど、コンベンションの誘

致に努めた。 

 ・商談会 平成 28 年 12 月 6 日～7 日（東京） 

・国際会議キーパーソン招へい・商談会 

平成 29 年 3 月 8 日～9 日（富山）10 日（東京） 

 ・主催者招へい ２回（富山） 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

誘致訪問活動 

(728 千円) 

県内及び首都圏等において、コンベンションの主催者

等を訪問し、積極的な誘致活動を展開し、本県へのコン

ベンション開催の誘致促進を図った。 

観光課 

「富山で合宿！」

誘致事業 

(7,824 千円) 

 県外の大学、短大、高校等が県内で行うクラブ、サー

クル等の合宿に係る費用の一部を助成し、富山県への合

宿の誘致促進を図った。 

 ・補助実績 50 団体 

地域振興課 

 

（３）主催者のニーズに配慮した支援制度の充実 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山国際会議場

運営費補助金 

(28,630 千円) 

本県の代表的なコンベンション施設である富山国際

会議場の運営等を支援した。 

観光課 

学会等開催補助

金 

(15,589 千円) 

学会等の開催に係る費用の一部を助成し、誘致促進を

図った。 

 ・補助件数 25 件 

観光課 

 

（４）富山の魅力を活かしたユニークベニューやアフターコンベンション等の提案 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

コンベンション

タクシー助成事

業 

 (549 千円) 

 県外からのコンベンション参加者が県内を観光する

際のタクシー料金の一部を助成することにより、アフタ

ーコンベンションを支援した。 

 ・補助件数 72 件 

観光課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

おもてなしタク

シードライバー

養成事業（再掲） 

(313 千円) 

 質の高いおもてなしやきめ細やかなサービスを提供

できる優れたタクシードライバーとして表彰されたお

もてなし優良タクシードライバーを対象に、フォローア

ップ研修を行った。 

・平成 29 年 2 月 21 日、参加者 20 人 

また、コンベンションタクシーを担当するドライバー

を主に対象とした「観光ガイドドライバー養成講座」を

開催し、観光案内や接遇等、おもてなし力の向上を図っ

た。 

 ・平成 28 年 7 月 28 日、8 月 3 日・24 日・25 日 

 参加者 45 人 

観光課 

 

 


